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薄暮、夜間の事故防止
ハイビーム、こまめに切り替え、事故防止

※ 早めのライト点灯（日没時刻前に必ずライト点灯）
※ 薄暮の時間帯は、目の機能が低下 スピードダウンを
※ 夜間走行時は、ハイビーム使用が基本 早目に危険発見を

輸送繁忙期
※ 日没が早くなり、薄暮時間の事故が増加
※ 速度超過による、追突事故が増加
※ 疲れなどから、単独・正面衝突事故が増加
※ 忙しさから、急ぎ・焦りの危険な心理が発生

◇交通事故を防止するために ◇
■ 道路を渡る歩行者を予測
■ 交差点では、必ず安全確認
■ 前方をよく見て運転に集中

＜子ども・自転車の『飛び出し』を、予測して、『スピードダウン』が重要＞
子ども、自転車、散歩・・・住宅街の走行は、『徐行』、『安全確認』

「バック確認OK 」

「交差点確認OK 」

「積み降ろし確認OK 」

◇追突事故の根絶◇
・・・ わき見は厳禁、１００％運転に集中しましょう ・・・
○ もう青になるから、と・・・発進し前車に追突
○ 信号が青になり、発進したところ前車に追突
☞ 発進時は、必ず周囲の安全確認を！
☞ 停止時は、前車との距離を、１台分あけましょう

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆作業前、『事前打合せ』を行い、安全に作業を行いましょう◆

工事現場の信号 停止車両に飼料運搬車が追突
車７台が絡む玉突き事故 5人軽傷

「現場前の交差点で、右から出て来る車が気になり前をよく見ていなかった」
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０２０／１０／２（金） １９：２９
２日午前１０時半ごろ、鹿児島県で、工事現場に設置された信号で、停止していた軽乗用車に、後ろからきた

飼料運搬車が追突。軽乗用車の前で信号待ちをしていた車を含め、あわせて７台が絡む玉突き事故になりました
。男女５人が、病院に搬送されましたが、いずれも軽傷です。飼料運搬車を運転していた男性（６１）は「現場前
の交差点で右から出て来る車が気になり前をよく見ていなかった」などと話しているということで、警察で事故
の詳しい原因を調べています。

夕方4時 信号のない交差点
横断歩道を渡っていた 小学3年生が車にはねられ重傷

「わき見をしていて男の子に気付かなかった」
◇気のゆるみ、『漫然運転』注意◇

２０２０／１０／３（土） ０：２９
１日午後４時半ごろ、福岡県の信号のない交差点で、横断歩道を渡っていた小学３年の男の子が、軽乗用車には

ねられ左足を骨折する重傷を負いましたが、命に別条はありませんでした。警察は軽乗用車を運転していた男性
容疑者を現行犯逮捕しました。容疑者は、「わき見をしていて男の子に気付かなかった」と容疑を認めていると
いうことです。

深夜4時 道路上にいた34歳男性
乗用車にはねられ、死亡

◇『夜間』、歩行者・自転車が、「いるかもしれない」、かもしれない運転で事故防止◇
２０２０／１０／２（金） １１：２７

２日午前４時ごろ、香川県で会社員の男性（３９）が運転する乗用車が、道路上にいた男性をはねました。はねら
れた介護士の男性（３４）は頭などを強く打って死亡しました。現場から数十メートル離れた場所から、死亡した
男性の所持品が見つかっています。警察は乗用車や後続車の運転手から話を聞くなどして、事故当時の状況を調
べています。


